
◆施策体系

４ こころの健康づくりの支援

４ 介護保険制度の充実

５ 低所得者世帯への支援

６ 保健・医療

１ 地域保健対策の推進

２ 生涯を通した健康づくりの推進

３ 地域医療・救急医療の充実

２ 生活支援の充実

３ 雇用・就労の促進

５ 社会保障

１ 国民健康保険制度の充実

２ 高齢者医療制度の充実

３ 国民年金制度の推進

３ 高齢者福祉

１ 介護予防体制の充実

２ 生きがい支援の充実

３ 住み慣れた自宅や地域での生活を支える体制づくり

４ 障害者福祉

１ 社会参加の促進

第３章　健康・福祉

思
い
や
り
の
心
で
支
え
合
う
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

１ 地域福祉

１ 地域福祉ネットワークづくりの推進

２ 地域福祉活動の充実

３ 地域福祉サービスシステムの充実

２ 子ども支援

１ 子どもの育成支援の充実

２ 子育て家庭の支援の充実

３ 地域における子育て支援の充実

46



現状値 目標値

単位：％ 実績値

- H27 H28 H29 H30

- 89.4 78.7

単位：- 実績値 工事 開設 開設

H29 H30

現状 目標値工事 -

目標値

単位：％ 実績値

H25 H27 H28

97.4 95.6 97.0

3-1-2 地域福祉活動の充実

現状値

（千円）

H29 H30

最
優
先

既存 H30

100 100 100

所沢市こどもと福祉の未来館の利用者満足度 地域福祉センター

所沢市こどもと福祉の未来館の開設

【説明】　地域福祉活動の充実度を示す指標です。
現状値は、地域ごとに活動している民生委員・児童委員の平成２５年度末の充足率です。
目標値は、毎年度100％をめざすものです。

【説明】　所沢市こどもと福祉の未来館の利用者の満足度を示す指標です。
開設後、利用者に対するアンケートで「所沢市こどもと福祉の未来館の事業内容等について満足している」と答えた人の
割合です。
目標値は、毎年度100％をめざすものです。
※平成29年1月開設のため、現状値欄・H２７欄は空欄

- -

96 100 100100 100

H28

【説明】　地域福祉サービスシステムの充実度を示す指標です。
上記の「現状」は、平成２６年度の進捗過程を表しています。
目標は、所沢市こどもと福祉の未来館の平成２８年度開設をめざすものです。

◆◇◆計画期間における目標指標

民生委員・児童委員の充足率 地域福祉センター

工事 開設 -

地域福祉センター

H26 H27

3-1-3 地域福祉サービスシステムの充実 （千円）

地域福祉センター
重点 指標 既存 98,540

期間：H28～ Ｈ31

既存

優
先

成年後見制度推進事業 地域福祉センター
重点

Ｈ31

概
要

現行の相談支援のほか、新たに士業（弁護士、司法書士、社会福祉士等）による相談窓口の
設置を行い、成年後見制度に関する相談の場を広く展開する。また、親族後見人に対する支
援や制度をより広く周知するための取り組みを行う。

第１節　地域福祉
～　互いの顔が見える、地域でみまもり支え合えるまち　～

3-1-1 地域福祉ネットワークづくりの推進 （千円）

地域福祉推進事業 地域福祉センター 重点 709重要

Ｈ30

Ｈ30 6,958

期間：H26～ 7,086

指標

Ｈ32 7,136

Ｈ33 7,186

※第５次所沢市総合計画後期基本計画では、策定時に施設名称が決定していなかったため、「（仮称）所沢市総合福
祉センター」と表記しています。

※第５次所沢市総合計画後期基本計画では、策定時に施設名称が決定していなかったため、「（仮称）所沢市総合福
祉センター」と表記しています。

98,198

概
要

地域福祉の中心的な役割を担う拠点として、また、子育て支援や発達支援の機能を併せ持つ
複合施設として、乳幼児や高齢者、障害者など様々な来館者の利便性や安全性に配慮した
施設整備の充実と、施設の維持管理及び運営を実施する。

Ｈ32 98,198

Ｈ33

こどもと福祉の未来館管理運営事業

98,198

ｱﾝｹｰﾄ
○
×
○
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優
先

概
要

指標

重点 指標 新規

期間：H30

老朽化する施設について、「所沢市公共建築物修繕計画」に基づいて計画的に整備し、施設
の安全上適正な管理を図るものである。平成３０年度は、こばと児童館の空調設備改修を行
う。

概
要

期間：H30～H30

所沢市立東所沢保育園民設民営化検討事業

Ｈ33

Ｈ31

Ｈ32

Ｈ31

市内児童クラブ施設における老朽化対策と狭隘化の解消、及び国の基準に基づき条例で定
めた面積要件（専用区画面積を児童１人につき、概ね1.65㎡以上とする）を満たすための施設
整備を行う。平成30年度は、並木児童クラブの施設整備を行う。

放課後児童健全育成事業（民設民営児童クラ
ブ）

青少年課

青少年課

Ｈ32

既存

児童クラブ施設整備事業

概
要 Ｈ33

重点

所沢市子ども・子育て支援事業計画（第２期）策
定事業

Ｈ30

こども政策課
重点

概
要

平成27年度からの5年間を計画期間とする現行の子ども・子育て支援事業計画は、平成31年
度に計画最終年度を迎えることから、子ども・子育て支援法に基づき、新たに所沢市子ども・子
育て支援事業計画（第2期）を策定する。

Ｈ32

Ｈ33

児童館施設整備事業

指標 新規 Ｈ30 5,022

期間：H30～H31 Ｈ31 770

市内児童クラブにおける狭隘化や大規模化等への対策として、当該小学校区へ民設民営の
児童クラブを誘致し委託することで、保育環境の改善を図るものである。平成３０年度に新たに
２クラブ開所し、計５クラブとする。

Ｈ30 56,517

67,523

指標

Ｈ32

67,523

67,523

期間：H28～

重点 指標

682

653

653

重点

Ｈ30

Ｈ31

184,689

概
要

こども支援センターの子育て支援エリアにおいて、４歳未満の乳幼児の親子が安心して遊ぶこ
とができる交流施設（ひろば）の運営及びところっこ子育てサポート事業担当による利用者支
援事業を行う。

市立保育園の給食調理業務において、現業職員不補充の中、複雑かつ高度化する保育園給
食に対応する取組が求められていることから、安心・安全な給食を将来的に安定して提供し、
保育の一環である食育の推進を図るため、計画的な委託化を進めるものである。

既存
こども政策課

最
優
先

41,887

期間：H30

重点 指標

20,229

保育幼稚園課保育園給食調理業務委託事業
期間：H28～

Ｈ31

Ｈ32

Ｈ32

37,210

37,210Ｈ33

概
要

既存 Ｈ30
こども支援センター運営事業（子育て支援）

Ｈ33

Ｈ31

所沢市子ども・子育て支援事業計画に基づき、子ども・子育てを支援する事業を着実に展開し
ていくために、各種事業等の点検・評価を行い、継続的に改善していく。

期間：H28～

第２節　子ども支援
～　子どもたちの成長を社会で支え合いながら、家庭で安心して生み育てることができるまち　～

3-2-1 子どもの育成支援の充実 （千円）

37,210

37,210

既存

指標
こども支援課

Ｈ33

Ｈ31
所沢市子ども・子育て支援事業計画推進事業

Ｈ32

Ｈ30

概
要

184,689

109,762

107,639

重点 指標 新規 Ｈ30 17,500

Ｈ31

567

期間：H27～ 883

Ｈ33

Ｈ32

Ｈ33

Ｈ30

期間：H30～H31

青少年課
重点

概
要

公設民営保育園である所沢市立東所沢保育園の園舎を売却し、民設民営の保育園とすること
で、財源確保及び行政経営効率向上に資することを目的とするものである。

Ｈ32

既存 Ｈ30

Ｈ33

保育園施設整備事業

保育幼稚園課
重点 指標 新規

Ｈ31

概
要

所沢市公共建築物修繕計画に基づき、施設の延命化を図るものである。

保育幼稚園課
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優
先

児童館運営事業 青少年課

青少年課

特定教育・保育施設等に対し、有資格者処遇改善、職員配置基準改善及び保育支援者雇用
のために補助金を交付し、保育の質改善を図るものである。

市内に居住する心身障害児を一般の幼児と混合して保育する民間保育園等に対し補助金を
交付することにより、障害児の健全な育成に寄与し、もって福祉の増進を図るものである。

期間：H30～H31

既存こども支援課

（千円）

既存 H30 428,240

H30

既存

既存

こども支援課

児童扶養手当支給事業

H30

945,843

H30

15,192

1,139,856

9,896

既存

79,447

134,061

重
要

こども支援課

子ども医療費助成事業

ファミリーサポート事業

H30

ところっこ子育てサポート事業

一般型一時預かり事業

こども支援課

H30

既存

既存

病児・病後児保育事業

重点

こども政策課教育・保育施設等整備事業

生活クラブ定員拡大事業

児童家庭相談事業 こども支援課

児童手当支給事業

こども支援課

重
要

放課後児童対策一体運営事業（中富小学校）

優
先

期間：H24～

子ども広場設置・整備費補助金

既存
障害児通所支援事業 こども福祉課

概
要

0

1,000

3-2-2 子育て家庭の支援の充実
重点

放課後子ども総合プラン推進事業 青少年課

保育幼稚園課

337,760

既存

青少年課 既存

H30青少年課

109,608

Ｈ33

Ｈ30

Ｈ33

8,400

障害児保育事業

概
要

29,924

309,302

H30

H30

Ｈ33 119,837

Ｈ32

既存

放課後児童クラブ子育て支援事業

117,500

309,302

既存

松原学園運営事業 こども福祉課（松原学園）

児童クラブ運営事業

既存

Ｈ32

H30

青少年課

保育幼稚園課
重点

期間：H3～

指標 既存

保育幼稚園課

期間：H28～

指標

指標

既存

重点

既存

既存

既存

重点 指標

重点

既存

967,401指標

（千円）

Ｈ32

既存

5,052,338

H30

Ｈ31

967,401

45,700

児童福祉法に基づき指定を受けた通所支援事業所において、障害児が日常生活の基本動作
の指導や集団への適応訓練等を受けた場合に、給付費を支給する。

概
要

こども支援センター運営事業（発達支援） こども福祉課

Ｈ30

私立幼稚園預かり保育補助金交付事業

こども支援課

H30

115,150

967,401

H30

49,762

3,402

H30

H30

H30

Ｈ33

967,401

Ｈ31

Ｈ30

Ｈ31

Ｈ30

Ｈ31

Ｈ30

8,541

304

H30

概
要

既存の児童館生活クラブの定員拡大を図るため、指定管理者の更新に合わせて増加する児
童や支援員に対する机や椅子などを購入するとともに、下駄箱やロッカーの増設など施設整
備を行う。H30は２児童館、H31は４児童館を対象に実施する。

特定教育・保育施設等保育の質改善費補助事
業

143,248

4,200

143,248

放課後こども健全育成基本方針推進事業

H30

指標

既存

こども支援課

青少年課

47,580

既存

青少年課 既存

143,248

309,302

概
要

こども支援センターの発達支援エリアにおいて、発達障害に関する事業として、相談支援、子
どもの特性に応じた通所支援、研修・啓発などの地域支援を行う。

Ｈ32 143,248

309,302

期間：H27～

Ｈ31

Ｈ32

Ｈ33
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（千円）

H30

79,750

H30

H30

現状値

H29

180,000 248,000 252,000 256,000

未確定

未確定

120

H29

所沢市こども支援センターの利用者満足度

既存

【説明】　所沢市こども支援センターの利用者の満足度を示す指標です。
開設後、利用者に対するアンケートで「所沢市こども支援センターの事業内容等について満足している」と答えた人の割合
です。
目標値は、毎年度100％をめざすものです。
※平成２９年１月開設のため、現状値欄・Ｈ２７欄は空欄

こども支援課

こども福祉課

既存

単位：人 実績値

H27 H28

221,345 247,555

目標値

20,940

H30

発達障害児等子育て応援事業 こども福祉課

既存

4,407

39,753

既存 H30

H30既存

H30既存 152,276

こども支援課

【説明】　地域における子育て支援の充実度を示す指標です。
現状値は、平成２５年度の子育て支援拠点施設の利用者数です。
目標値は、256,000人をめざすものです。

126,685

H25

- H27

実績値

地域子育て支援拠点施設の利用者数

93.8単位：％ -

100

H30

◆◇◆計画期間における目標指標

H28

現状値 -

※第５次所沢市総合計画後期基本計画では、策定時に施設名称が決定していなかったため、「（仮称）所沢市子ども支
援センター」と表記しています。

目標値 - 100

児童虐待防止対策事業 こども支援課

ひとり親家庭自立支援事業

ひとり親家庭等の医療費助成事業

100

こども支援課、こども福祉課

既存

地域における子育て支援の充実

幼児発達支援事業

障害児相談支援事業

92,600既存

H30

こども支援課 重点 指標

3-2-3

こども支援課

かしの木学園運営事業 こども福祉課

H30

重
要

重
要 地域子育て支援拠点事業

こども支援課

（千円）

1,923

ｱﾝｹｰﾄ
○

×

松原学園

（児童発達支援センター）
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概
要

要支援者等の多様な生活支援のニーズに対応するため、これまでの介護予防訪問介護等に
相当する専門的なサービスに加え、住民主体の支援等も含め、多様なサービスを総合事業の
対象として支援する。

敬老行事開催支援事業

期間：H30～31

指標

既存指標

概
要

長年に渡り社会に貢献してきた高齢者を敬愛し、地域住民が高齢者福祉に理解と関心を深め
るために、高齢者の長寿を祝う敬老会行事を地域で開催する。

既存

老人ホーム亀鶴園高圧交流負荷開閉器（PAS）
整備事業

高齢者支援課

3-3-3

Ｈ30

最
優
先

高齢者支援課

913,556

Ｈ33 955,570

指標 既存 Ｈ30 802,939

期間：H29～ Ｈ31

Ｈ32

概
要

生活支援体制整備事業

ボランティア等の生活支援の担い手の発掘・養成等を行うとともに、市域及び圏域に生活支援
コーディネーターの配置と協議体の設置を行い、地域資源の把握・開発やネットワーク化を実
施し、多様な主体によるサービス開発を図る。

指標

概
要

老人福祉センターうしぬま荘施設整備事業

地域で自立した生活を高齢者が営めるように、各地域包括支援センターが包括的支援事業等
を一体的に実施するものである。

新規

Ｈ31

Ｈ33

重点

新規重点

377,440

377,440

22,227

64,000

64,000

59,600

987

Ｈ31 1,084

Ｈ30

Ｈ30

Ｈ32

Ｈ33

222,843

1,038Ｈ30

36,996

Ｈ30 10,510

Ｈ31 35,996

（千円）

37,996

377,440

Ｈ30

Ｈ30

Ｈ31

347,081

指標

64,000

Ｈ32

期間：S49～

既存

期間：H30

高齢者支援課 既存

重点

Ｈ33

694

既存

Ｈ33

高齢者支援課

既存

うしぬま荘の屋根を防水シートにより、保護していたものであるが、経年劣化により雨漏りが発生
しているため所沢市公共施設修繕計画に基づき実施するものである。

既存

周辺の近隣住宅等に波及する停電事故を防止するために設置した受電点の高圧交流負荷開
閉器（PAS）について、経年劣化が進んでいることから、施設の安全上適正な管理を図るため改
修を行うものである。

地域包括支援センター運営事業

重点 既存

15,920

Ｈ30

期間：S60～

51,429

Ｈ31

Ｈ30既存

第３節　高齢者福祉
～　互いに支え合いながら、健やかでいつまでも住み慣れた地域で暮らせるまち　～

3-3-1 介護予防体制の充実 （千円）

介護予防・生活支援サービス事業 高齢者支援課
重点

861,206最
優
先

概
要

突発的な病気や事故などの緊急時の連絡手段を確保することにより、一人暮らし高齢者等の
緊急時の不安を解消し、安心安全な生活を維持することを目的とする。

Ｈ32 57,777

Ｈ33 60,222

Ｈ32

生きがい支援の充実

（千円）

54,814

Ｈ32

Ｈ31

指標

34,996Ｈ30
高齢者支援課

3-3-2
重点

重
要

介護予防普及啓発事業 高齢者支援課

重
要
高齢者大学開催事業

優
先

優
先

高齢者支援課

老人福祉センター等運営事業

高齢者スポーツ大会等開催事業

一人暮らし高齢者等緊急通報システム事業

地域介護予防活動支援事業 高齢者支援課

Ｈ30

指標

Ｈ33

高齢者支援課
重点 指標

期間：H18～

優
先

高齢者支援課

住み慣れた自宅や地域での生活を支える体制づくり

概
要

Ｈ32

期間：Ｈ27～

高齢者支援課

概
要
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23,624

Ｈ30 12,560

23,624医療と介護の両方が必要になっても、高齢者がいつまでも住み慣れた自宅や地域に住み続け
ることができるよう体制づくりを行う。

一人暮らし高齢者等緊急通報システムの設置数 高齢者支援課

指標 既存

Ｈ33

期間：Ｈ28～

現状値 目標値

単位：台 実績値

概
要

◆◇◆計画期間における目標指標

老人福祉センター・老人憩の家利用者数

H25

H25

1,521 1,582 未確定

H27 H28

1,455

H30H29

H27

350,527 未確定

343,000 345,000327,716

実績値

目標値 340,000

H30

434

17,068

17,068

高齢者みまもり相談員設置事業

Ｈ30

Ｈ31

概
要

H29

高齢者支援課 既存

Ｈ30

在宅医療介護連携推進事業

認知症施策推進事業 高齢者支援課
重点 既存指標

期間：H28～

Ｈ31 23,624

Ｈ30 18,763

346,000

ねたきり老人等介護者手当支給事業 1,300

4,368

H28

高齢者支援課

高齢者支援課

【説明】　一人暮らし高齢者に対する施策の取り組み状況を示す指標です。
現状値は、平成２５年度の高齢者の自宅に設置した緊急通報システムの台数です。
目標値は、毎年度100台の増加をめざすものです。

1,155 1,355

現状値

単位：人 342,629

1,555 1,655

【説明】　高齢者の生きがい支援の充実度を示す指標です。
現状値は、平成２５年度の老人福祉センター・老人憩の家の延利用者数です。
目標値は、平成３０年度までに346,000人をめざすものです。

重
要

高齢者支援課
重点

既存

（千円）

Ｈ32

17,068

Ｈ33

Ｈ32

Ｈ30

認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができ
る社会の実現への取り組みを推進する。

既存徘徊高齢者家族支援事業

優
先

高齢者支援課

高齢者スポーツ大会
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既存

障害福祉課

重度心身障害福祉手当事業

障害福祉課

障害福祉課

障害福祉課
重点 指標

Ｈ33

障害福祉課

既存 Ｈ30

25,295

コミュニケーション支援事業
25,295

Ｈ30 25,295

期間：H19～ Ｈ31

概
要

Ｈ32

概
要

在宅重度障害者等の外出を支援するため、タクシー使用料金またはガソリン費を補助する。
平成30年度より精神障害1級を対象に追加するとともに、埼玉県のタクシー券制度に加入し、
タクシー券の補助上限額の増額、タクシー券使用可能エリアの拡大を図る。

Ｈ32 93,228

Ｈ33 93,228

Ｈ30 2,675

期間：H30～ Ｈ31 2,184

新規

1,374Ｈ33

既存

所沢市障害もある人もない人も共に生きる社会
づくり条例推進事業

障害福祉課
重点 指標

期間：S51～

優
先

概
要

外出援助事業

平成３０年度に施行予定の所沢市障害もある人もない人も共に生きる社会づくり条例に基づ
き、社会的障壁の除去の推進を図るため、本事業を実施する。

聴覚障害者等の社会参加を促進するため、手話通訳者や要約筆記者の養成、また地域社
会における奉仕員等の育成を行うとともに、通訳者の派遣を行う。

Ｈ30

4,594既存

既存

Ｈ30

既存

Ｈ30

精神障害者アウトリーチ支援事業

地域生活支援事業 障害福祉課

相談支援事業 障害福祉課

重篤な精神障害のある方が、住み慣れた地域で生活をしていくためには医療面の支援と生
活面の支援が必要であるため、医療・保健・福祉の各分野の多職種によるアウトリーチチーム
が精神障害者アウトリーチ支援事業を実施するものである。

第４節　障害者福祉
～　障害のある人が社会参加しながら、住み慣れた地域でいきいきと暮らせるまち　～

3-4-1 社会参加の促進 （千円）

新規

Ｈ32 2,184

3-4-2 生活支援の充実

重点 指標 既存 Ｈ30 93,228

Ｈ31 93,228
障害福祉課

25,295

最
優
先

概
要

重度心身障害福祉手当の制度改正に伴い、福祉総合システム手当支給機能の改修を行う。

優
先

指標 既存

重点 指標

最
優
先

概
要

（千円）

864

Ｈ32

Ｈ33

福祉総合システム（重度心身障害福祉手当支
給機能）改修事業

障害福祉課

46,130

期間：H18～ Ｈ31 46,130

Ｈ30

期間：H30～H30 Ｈ31

40,266

期間：H27～

Ｈ32 46,130

Ｈ33 46,130

難病患者見舞金支給事業 障害福祉課

既存

既存

Ｈ30 9,500

7,884

既存

指標

29,070

4,007,222Ｈ30

219,153

障害福祉課

補装具費支給事業 Ｈ30

障害者通所施設運営事業

既存

Ｈ33 41,012

指標

509,631

障害福祉サービス事業

Ｈ30

重度心身障害児等医療費助成事業

障害者人権擁護事業 障害福祉課

障害福祉課

市立グループホーム運営事業

Ｈ31 40,639

Ｈ30

既存

165,357Ｈ30

Ｈ32 41,012

695,242Ｈ30

重
要

健康管理課
重点

概
要

障害者が自立した生活を営むことができるように、障害者や家族からの様々な相談に応じ、
必要な情報の提供及び助言等を行う。

重点
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レスパイトケア事業 こども福祉課

障害福祉課

身体障害児補装具費支給事業

未確定

H28 H29

Ｈ30

H28

H30

既存重要

現状値 目標値

単位：人 実績値

H25 H27

412358

92現状値

Ｈ30

障害福祉課

指標

【説明】　障害者の生活支援の充実度を示す指標です。
現状値は、市内にあるグループホームの平成２５年度末現在の整備数です。
目標値は、毎年度７人分の増加をめざすものです。

760

113

既存

障害者就労支援事業 障害福祉課

H30

実績値 98

こども福祉課

70

既存 Ｈ30

目標値

7,923Ｈ30既存

難聴児補聴器購入費助成事業 こども福祉課

【説明】　障害者の雇用・就労の促進に関する取り組みの成果を測る指標です。
現状値は、ところざわ就労支援センターに登録している障害者の平成２５年度末現在の就職者数です。
目標値は、毎年度２７人の増加をめざすものです。

◆◇◆計画期間における目標指標

グループホーム整備数 障害福祉課

Ｈ30

424

既存

46,496

障害児地域生活支援事業

28,572

既存 Ｈ30

こども福祉課

既存 Ｈ30

既存

493439

ところざわ就労支援センター登録者の就職者数

466

449

自立支援医療給付事業（育成医療）

こども福祉課

3-4-3

介護給付費事業（障害児） こども福祉課

102 未確定

H25 H27 H29

99 106

単位：人分

雇用・就労の促進
28,704

9,670

（千円）

（千円）

Ｈ30

25,052

880

16,900Ｈ30

障害者地域生活基盤整備促進事業

既存

重
要

精神障害者等一時宿泊事業 健康管理課

身体障害者補助犬 啓発マーク
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新規 Ｈ30

Ｈ33 29,840

300

Ｈ32 1,695

Ｈ33 1,913

Ｈ31

Ｈ31

Ｈ33

Ｈ33

後期高齢者医療制度被保険者の健康増進・医療費適正化のため、医師会、薬剤師会と連携
し、飲み残し薬の実態等に係る調査として「節薬バッグ」運動を実施する。また、そこで得られた
データは、大学にて薬剤費の削減可能性等を分析し、各種施策に活用する。 300

かかりつけ医・かかりつけ薬局の推進による服薬
の適正化事業(後期高齢者）

Ｈ32 300

Ｈ30

高齢者医療制度の充実

11,535

指標重点

29,840

29,840

指標

80,439

既存

重点

介護保険訪問調査事業

概
要

期間：H30～

既存

最
優
先 埼玉県から指定を受けた法人（事務受託法人）へ認定調査を委託するもの。市直営の調査員賃

金の高騰及び市の民間委託化計画により、埼玉県指定の事務受託法人が介護保険法第２７条
及び２８条第５項に基づき更新申請だけでなく新規申請等の委託も行う。

介護保険課

29,840

Ｈ30

3-5-2

既存

Ｈ30

健康診査実施事業

総合健康診断（人間ドック）補助事業 国民健康保険課

第５節　社会保障
～　安心して生活でき、わかりやすい社会保障制度が整っているまち　～

3-5-1 国民健康保険制度の充実 （千円）

300

期間：H30～
国民健康保険課

重点

73,513Ｈ32

5,380

Ｈ33

Ｈ32

既存

48,000

5,380

Ｈ30

Ｈ31

Ｈ30
生活習慣病重症化予防対策事業

Ｈ30指標

概
要

レセプトデータと健診データを活用し、糖尿病が重症化するリスクの高い医療機関未受診者・受
診中断者を適切に医療に結びつけると共に、糖尿病性腎症で通院する被保険者のうち、重症
化するリスクの高い者に対して保健指導を行い、人工透析への移行を防止する。

66,458

912

Ｈ31

Ｈ31

Ｈ31 5,380

Ｈ32

Ｈ30

期間：H30～

（千円）

Ｈ33

期間：H26～

140,263

既存

期間：H29～

700

重点

3-5-4 介護保険制度の充実 （千円）

（千円）

700

最
優
先

住記系システム（年金システム）改修事業
（年金生活者支援給付金）

優
先

ジェネリック医薬品利用促進事業 国民健康保険課

国民健康保険被保険者の健康増進・医療費適正化のため、医師会、薬剤師会と連携し、飲み
残し薬の実態等に係る調査として「節薬バッグ」運動を実施する。また、そこで得られたデータ
は、大学にて薬剤費の削減可能性等を分析し、各種施策に活用する。

1,674期間：H25～ Ｈ31

700

Ｈ32

被保険者が利用する先発医薬品について、ジェネリック医薬品への切り替えをすすめることによ
り、被保険者の薬剤料の負担を軽減できるとともに、国民健康保険からの薬剤料の支出が抑制
できることから、その利用促進を行う。

Ｈ33

700

Ｈ32

概
要

重
要

指標 既存

国民健康保険課

概
要

かかりつけ医・かかりつけ薬局の推進による服薬
の適正化事業

国民健康保険課

国民健康保険課

概
要

指標 新規

期間：H30

3-5-3 国民年金制度の推進

重点

概
要

平成24年11月に制定された「年金生活者支援給付金の支給に関する法律」に基づき、国に対し
て老齢、障害、遺族基礎年金受給者のうち給付金支給候補者の所得等の情報提供を行うため
の改修。26年度に一部を改修。仕様書の見直しに伴い対応を行う。

新規

優
先

国民年金専門員配置事業 市民課

障害年金業務の増加及び複雑化に伴う業務の圧迫に対応するため、既存の免除専門員に加
え、障害年金を専門的に担当する非常勤特別職を配置し、名称を「国民年金専門員」へと変更
する。また併せて報酬月額の見直しを行い、全体的な人件費の削減を図る。

Ｈ32

Ｈ33

Ｈ30 5,380

市民課
重点

指標

1,501

Ｈ30 7,668新規

期間：H30 Ｈ31最
優
先

税系システム改修事業 国民健康保険課
重点

重点

指標

指標

概
要

概
要

国において、高額療養費制度の見直しが行われ、70歳以上の被保険者の自己負担限度額を
平成29年度から平成30年度にかけて段階的に引き上げることとなった。平成30年8月診療分か
らの自己負担限度額の改定に対応するため、改修を行う。
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26,345介護保険料賦課徴収事業 介護保険課

45,622介護保険訪問調査事業（社協委託以外分） 介護保険課

（千円）

既存

概
要

既存

介護保険課

介護認定審査会事業

介護保険低所得者助成事業 介護保険課
重点 指標

優
先

「所沢市介護保険低所得者助成金要綱」に基づき、低所得者に対し、介護サービス利用時の１
割自己負担の軽減を図るため、一定割合を助成する。

期間：H12～

国民健康保険特定健康診査の受診率

現状値

H29H28

実績値単位：％

国民健康保険課

H30

目標値

50,010

45,500

50,010

Ｈ30

Ｈ32 50,010

Ｈ33

Ｈ31

【説明】　ジェネリック医薬品の利用状況を示す指標です。
現状値は、平成２５年度に国が示した利用率の算出式（※）をもとに算出したものです。
目標値は、平成２９年度までに７０％をめざすものです。なお、平成２７年６月の閣議決定において、平成２９年度央に７０％以
上とするとともに、平成３０年度から平成３２年度末までの間のなるべく早い時期に８０％以上とする、という新たな目標が定め
られたため、今後、適宜対応していきます。
※利用率の算出式
ジェネリック医薬品の利用率＝[後発医薬品の数量]／（[後発医薬品のある先発医薬品の数量]+[後発医薬品の数量]）
（厚生労働省「後発医薬品のさらなる使用促進のためのロードマップ」より）

H27

39.4 38.7 未確定

【説明】　疾病予防対策の推進に関する取り組みの成果を測る指標です。
現状値は、４０歳以上７５歳未満の国民健康保険加入者の平成２４年度の受診率です。
目標値は、平成２９年度までに６０％をめざすものです。

60.0 60.0

ジェネリック医薬品の利用率 国民健康保険課

◆◇◆計画期間における目標指標

H24

70.060.0

既存 H30介護保険課

既存 H30

既存 H30

H30

H25

重
要

111,512

介護相談員派遣事業 既存介護保険課

38,656

4,795

70.0

既存

H28 H29

生活福祉課

Ｈ30

167,172

H30

紙おむつ給付事業

2,030

現状値

65.8

H30

優
先

単位：％ 実績値

生活福祉課

Ｈ33 38,656

未確定

H27

60.96

低所得者世帯への支援3-5-5

39.4 56.0 58.0

重要 生活保護受給者に対する就労支援事業

50.5 65.0目標値

Ｈ32

Ｈ31

自立支援相談支援事業、住居確保給付金の支給、学習支援事業、家計相談支援事業を実施
し、様々な問題を抱え地域で孤立している生活困窮者に対し支援を行う。

Ｈ30
生活困窮者自立促進支援事業

概
要

既存 38,656

38,656

（千円）

期間：H27～

重点 指標

ジェネリック医薬品希望シール

このシールを保険証やお薬手帳などに貼ることで、
ジェネリック医薬品利用の意思表示ができます。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、最初に作
られた薬（先発医薬品・新薬）の特許が切れてから、
新薬と同じ有効成分で製造した薬のことです。

市民の皆様がジェネリック医薬品に切り替えると、
薬代を節約することができ、医薬品の抑制にもつなが
ります。
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Ｈ33

Ｈ31

Ｈ32

健康づくり支援課

3-6-2

既存

優
先

成人健康相談事業

重点 指標 既存

健康づくり支援課

乳児家庭全戸訪問事業

概
要

生涯を通した健康づくりの推進

第６節　保健・医療
～　心身ともに健康と感じ、必要なときに必要な医療を受けられるまち　～

3-6-1 地域保健対策の推進 （千円）

重
要

Ｈ30

既存 Ｈ30

期間：H30～

6,048

11,448

既存

9,792既存

Ｈ33

（千円）

17,213

指標重点

92,601

50,721

228,174

61,249

Ｈ31

877,213

Ｈ30

Ｈ32

Ｈ30

健康づくり支援課

4,165

Ｈ30重点

4,165

地域において妊産婦やその家族を支える力が弱くなってきており、妊娠・出産、子育てに係る妊
産婦等の不安や負担が増えてきていることから、退院直後の母子に対して、産後も安心して子
育てができるよう支援の充実を図るものである。

指標

228,174

Ｈ31

妊娠・出産つづけてサポート事業 健康づくり支援課

概
要

産後ケア事業 健康づくり支援課

Ｈ33

Ｈ30

期間：S23～

Ｈ31

Ｈ30

指標

期間：H7～

期間：S58～

Ｈ31

Ｈ33

228,174

歩くことを中心とした日常的な運動を推奨し、40才以上の市民を対象として活動量計を貸与し、
運動を実践した後、収集・分析された身体活動データについて、本人がインターネット上で確認
することにより、市民の健康への意識向上を図るものである。

92,601

Ｈ32

50,721

保健センター健康管理課が実施している各種検診業務、各種予防接種業務及び精神保健業
務のうち、受付や内部事務など一定のルールに従って定型的に処理できる業務について委託
化することで、より効果的・効率的な運営や市民サービスの向上を図るものである。

228,174

Ｈ33

Ｈ32

Ｈ33

成人健康教育事業

Ｈ31

概
要

概
要

Ｈ32

健康管理課

指標

概
要

Ｈ32

最
優
先

期間：H28～

がん検診事業 健康管理課

保健センター健康管理業務受付等委託事業 健康管理課

トコろん健幸マイレージ事業

概
要

健康づくり支援課
重点 既存

既存

重点

保健センターに妊娠・出産・育児に関する専門相談窓口を設置し、保健師等を相談員として配
置することや、母乳に関する相談支援を行うことで、妊娠期から子育て期に至るまでの母子保健
や育児に関する様々な相談に円滑に対応していく。

概
要

国民のがん死亡を減少させるため、胃がん、肺がん、大腸がん、乳がん、子宮頸がん検診を国
の「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」に基づき実施している。また、市
の独自事業として前立腺がん検診を実施している。

重点

各種予防接種事業

妊産婦及び乳児（新生児）のいる家庭を保健師等が訪問し、子育て支援に関する情報提供や
養育環境等の把握を行い、必要なサービス提供につなげ、子育ての孤立化、乳児虐待の未然
防止を図り、母子の健全な育成を支援している。

指標

17,213

期間：H29～ 4,165

重点 指標 既存

4,165

期間：H28～

17,213

予防接種法において定期接種に定められている各種予防接種を実施することにより、免疫を一
定以上に保ち、感染症の発生及びまん延を予防するものである。

Ｈ30

Ｈ33

877,213

877,213

Ｈ30

11,448

17,213

11,448

11,448

65,193

Ｈ30 4,728

Ｈ31 91,759

Ｈ31 6,000

Ｈ32

Ｈ33

最
優
先

第２次所沢市保健医療計画策定事業 保健医療課
重点 指標 新規

期間：H30～H31

概
要

「所沢市保健医療計画」は平成31年度に最終年度を迎えることから、新たに「第2次所沢市保健
医療計画」を策定するものである。策定に当り、平成30年度に基礎情報となる保健・医療等に関
する市民意識を把握するための調査を実施するものである。

優
先

所沢市保健医療計画推進事業 保健医療課
重点 指標 既存 Ｈ30 778

期間：H28～ Ｈ31 602

概
要

所沢市保健医療計画は、安心して医療が受けられる医療提供体制の実現を図るものである。計
画の進行管理については、「所沢市保健医療計画推進委員会」において、目標指標の達成度
と「今後の市の方向性」の取組状況等から点検・評価を行うものである。

Ｈ32 602

Ｈ33 602

Ｈ32 877,213

10,865新規
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期間：H29～

24,775

概
要

安心して子育てができる医療環境とするため、市民医療センターが中心的役割を果たし、所沢
市域全体で365日全ての時間帯において、小児初期救急医療体制の安定的な提供に努めるも
のである。

Ｈ32 210,067

210,067

未熟児養育医療給付事業 Ｈ30健康づくり支援課

優
先

重点

市民相談課

最
優
先

健康づくり支援課

概
要

重点

不妊検査費等助成事業 健康づくり支援課

概
要

乳幼児健康診査事業

3-6-3 地域医療・救急医療の充実

高齢化の進展に伴う地域の医療環境の変化により、医療・介護の需要増加が見込まれている
中、地域住民が必要とする入院機能（リハビリテーション、在宅復帰支援）を提供するため、病床
の一部を機能転換し、地域完結型医療体制の整備を図るものである。

妊婦健康診査事業

Ｈ32

Ｈ31

既存

既存

Ｈ30 57,780

既存

（千円）

2,813

31,116

（千円）

605,945

H30

既存 H30

H30

51,433

454,656

Ｈ31

指標 既存

Ｈ30

既存

保健医療課

既存

小児科救急医療病院群輪番制事業

所沢地区（所沢市・狭山市・入間市）における、休日及び夜間の入院治療を必要とする小児の
重症救急患者に対する救急医療を確保するため、地区内の病院が輪番制により実施している。

Ｈ30

Ｈ31

Ｈ33

入院事業 市民医療センター
重点

保健医療課

重点

概
要

期間：S51～

在宅当番医制実施事業 保健医療課

所沢地区病院群輪番制病院運営事業

市民医療センター
Ｈ30

重点 既存健康づくり支援課

指標

Ｈ32 5,096

市民保養施設利用事業

不妊症の診断のために、医師が必要と認めた不妊検査の費用の一部を助成することにより、負
担の軽減を図り、不妊を心配されている方の支援を行うものである。

既存

Ｈ30

Ｈ31

78

指標

既存

2,813

指標 既存

Ｈ33

2,813

Ｈ30

Ｈ31

Ｈ30

Ｈ30 5,096

Ｈ33

Ｈ33

現行アナログX線撮影装置は、開設当初より使用しており、耐用年数が経過している。デジタル
式に更新することにより、患者の放射線による被曝量を抑えるとともに、鮮明となったX線画像を
デジタル化して保存し、適切な歯科診療を提供するものである。

保健医療課
新規

指標

歯科診療用X線撮影装置更新事業

概
要

小児初期救急医療体制推進事業 市民医療センター

7,241

既存

Ｈ31

指標 Ｈ30重点

重点

期間：H11～ 210,067

期間：H29～30

Ｈ32

560,632

210,067

期間：H12～ Ｈ31

Ｈ30 2,813

期間：H30

地域包括ケア病床転換事業

重
要

歯科診療所事業 保健医療課

15,953

5,096

5,096

244,444

14,160

Ｈ32

Ｈ33

概
要

地域の医療機関や行政機関との連携を図り、入院患者に良質な医療を提供する。また、一般入
院のほか、市内かかりつけ医からの紹介患者や救急搬送患者などの受入と、民間病院での受
入が困難な患者についての対応を行うものである。

Ｈ32 560,632

Ｈ33 560,632

重点 指標 既存

期間：S51～

560,632優
先

605,945

概
要

市民の保健医療の向上及び健康維持・増進のため人間ドックを実施する。また、生活習慣病の
有病者・予備群の減少のため、特定健康診査を実施し、保健指導の対象者に対して個々の生
活習慣を改善するための保健指導を行うものである。

Ｈ32 605,945

Ｈ33 605,945

人間ドック事業 市民医療センター

内科外来事業 市民医療センター
重点 指標 既存 Ｈ30

重
要

454,656

期間：S51～ Ｈ31 454,656

概
要

地域住民の医療ニーズを的確に把握して、地域における医療提供体制の充実を図り、良質な
医療を効率的・継続的に提供するものである。

Ｈ32 454,656

Ｈ33
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健康管理課

推進

【説明】　市民医療センターと他の医療機関等との連携状況を示す指標です。
現状値は、平成２５年度の紹介入院患者数です。
目標値は、平成２８年度までに400人をめざすものです。

こころの健康講座等の参加者数

現状値 目標値

単位：％ 実績値

実績値

H30H25 H28H27 H29

2,600

現状値 目標値

健康管理課

未確定2,529

400

292

H29 H30

未確定301

400 400

策定 策定

H28 H29 H30

推進

大腸がん検診の受診率

H27

18.0

H27 H28

17.8

推進現状

策定 推進

目標値

単位：- 実績値

（千円）

H29H26

「所沢市保健医療計画」の策定・推進

H30

健康管理課

精神保健事業 健康管理課

こころの健康づくり普及啓発事業

Ｈ30

推進

◆◇◆計画期間における目標指標

保健医療課

重
要

自殺防止対策にかかる啓発事業

19.0

H25

20.0

他の医療機関等からの紹介入院患者数

16.3 17.0

【説明】　疾病予防対策の推進に関する取り組みの成果を測る指標です。
現状値は、平成２５年度に実施した大腸がん検診を受診した人の割合です。
目標値は、平成３０年度までに２０％をめざすものです。

未確定14.9

H25

単位：人 実績値

H27 H28

市民医療センター

280 367

【説明】　精神障害及び精神障害者に対する市民の理解と知識の高まりを示す指標です。
現状値は、平成２５年度に実施したこころの健康講座等の参加人数です。
目標値は、平成３０年度までに2,600人をめざすものです。

2,400 2,500現状値 目標値

単位：人

2,115 2,300

3,973

【説明】本市の保健・医療施策を推進する上で基本的な指針となる「所沢市保健医療計画」の策定・推進の進捗状況を示す
指標です。
平成２７年度の策定をめざし、策定後は計画に基づき、関係機関・団体等との連携を図りながら、効率的・効果的に施策を
推進していきます。

健康管理課

既存

こころの健康づくりの支援3-6-4
280指標

既存 Ｈ30

1,039

9,102

既存 Ｈ30
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